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第Ⅰ章　調査の概要
１．調査目的
県民の生涯学習に対する学習状況や学習意向の実態を調査することにより、生涯学習に関する県民の実態や意識を総合的に把握し、今後の生涯学習推進施策の基礎資料を得ることを目的とする。

２．調査期間

平成17年1月24日（月）～2月7日（月）
３．調査対象
	調査地域
	滋賀県内全域

	調査対象
	県内在住の満20歳以上の男女

	標本数
	3,000人

	抽出台帳
	選挙人名簿

	抽出方法
	層化二段無作為抽出法


４．調査方式

郵送法・無記名方式（督促1回）

５．調査機関

株式会社　創建環境エンジニアーズ

６．調査項目

（１）回答者の属性（性別、年齢、職業、居住地）
（２）日常生活の充実感

（３）学習活動の現状

（４）今後の学習活動の意向

（５）生涯学習体制の整備

７．標本構成
（１）層化
県内の市町村を次のように層化した。
平成17年１月１日現在
	地域別

	大津・志賀
	大津市、志賀町

	湖　　　南
	草津市、守山市、栗東市、野洲市

	甲　　　賀
	湖南市、甲賀市

	東　近　江
	近江八幡市、八日市市、安土町、蒲生町、日野町

竜王町、永源寺町、五個荘町、能登川町

	湖　　　東
	彦根市、愛東町、湖東町、秦荘町、愛知川町、豊郷町

甲良町、多賀町

	湖　　　北
	長浜市、山東町、伊吹町、米原町、近江町、浅井町、虎姫町

湖北町、びわ町、高月町、木之本町、余呉町、西浅井町

	湖　　　西
	高島市（マキノ町、今津町、朽木村、安曇川町、高島町、新旭町）

	市郡別

	市　　　部
	大津市、草津市、守山市、栗東市、野洲市、湖南市、甲賀市

近江八幡市、八日市市、彦根市、長浜市

	郡　　　部
	志賀町、安土町、蒲生町、日野町、竜王町、永源寺町、五個荘町
能登川町、愛東町、湖東町、秦荘町、愛知川町、豊郷町、甲良町
多賀町、山東町、伊吹町、米原町、近江町、浅井町、虎姫町
湖北町、びわ町、高月町、木之本町、余呉町、西浅井町、マキノ町今津町、朽木村、安曇川町、高島町、新旭町


※ 高島市（マキノ町、今津町、朽木村、安曇川町、高島町、新旭町）

平成17年1月1日に合併
※ 湖西地域のみ、高島市の合併が平成17年１月1日のため、郡部での算出をした。

（２）標本数の配分

各地域、市郡規模の層における20歳以上の人口数を基に抽出ウエイト［（３）調査結果の集計表示方法を参照］により、3,000の標本数を比例配分した。

	
	市　部
	郡　部
	計

	大津・志賀
	指定母集団

標本数
地点数
	235,549

631

41
	17,503

47

3
	253,052

678

44

	湖　　　南
	指定母集団

標本数

地点数
	232,505

622

38
	－

－

－
	232,505

622

38

	甲　　　賀
	指定母集団

標本数

地点数
	114,749

307

20
	－

－

－
	114,749

307

20

	東　近　江
	指定母集団

標本数

地点数
	90,344

242

16
	81,506

218

14
	171,850

460

30

	湖　　　東
	指定母集団

標本数

地点数
	85,539

229

15
	45,717

122

8
	131,256

351

23

	湖　　　北
	指定母集団

標本数

地点数
	48,710

130

8
	81,237

217

15
	129,947

347

23

	湖　　　西
	指定母集団

標本数

地点数
	－
－
－
	43,916

235

16
	43,916

235

16

	　　計
	指定母集団

標本数

地点数
	807,396

2,161

104
	269,879

839

90
	1,077,275

3,000

194


　注１）抽出地点は、平成12年度国勢調査時に設定された調査区を使用した。
　注２）指定母集団は、滋賀県推計人口年報（平成16年10月1日現在）をベースに算出した。
（３）調査結果の集計表示方法

各地域とも統計的に信頼度が確保できるように、以下のとおりの標本数と抽出ウエイトとしている。

地域別の抽出数が異なるため、有効回収数に集計ウエイトを加重し補正した。

調査結果は、この「規正標本数」を基数として集計を行った。

	地域
	抽出ウエイト
	標本数
	有効
回収数
	集計ウエイト
	規正
標本数

	大津・志賀
	1/2
	678
	362
	2
	724

	湖　　　南
	1/2
	622
	271
	2
	542

	甲　　　賀
	1/2
	307
	132
	2
	264

	東　近　江
	1/2
	460
	231
	2
	462

	湖　　　東
	1/2
	351
	192
	2
	384

	湖　　　北
	1/2
	347
	164
	2
	328

	湖　　　西
	1
	235
	112
	1
	112

	不明・無回答
	1
	－
	51
	1
	51

	　　計
	－
	3,000
	1,515
	－
	2,867


８．調査票の回収結果

	地域
	標本数
	有効回収数
	有効回収率

	大津・志賀
	678
	362
	53.4％

	湖　　　南
	622
	271
	43.6％

	甲　　　賀
	307
	132
	43.0％

	東　近　江
	460
	231
	50.2％

	湖　　　東
	351
	192
	54.7％

	湖　　　北
	347
	164
	47.3％

	湖　　　西
	235
	112
	47.7％

	不明・無回答
	－
	51
	－

	　　計
	3,000
	1,515
	50.5％


９．前回調査との比較

本調査で比較にとりあげた前回調査の概要は次のとおりである。

・調査名　　　　生涯学習県民意識調査

・調査対象　　　　20歳以上70歳未満の男女
・標本数　　　　2,000人
・調査方法　　　　郵送法（督促１回を含む）

・調査期間　　　　平成8年8月20日～9月12日

・有効回答数　　　　1,137件（56.9％）

10．回答者の属性

ここでは、回答者の属性について、性別、年齢別、職業別、地域別で結果を示す。

（１）性別
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男性が47.8％、女性が51.6％と、女性の構成比が高くなっている。
（２）年齢別
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50歳代が25.2％で最も多く、以下、40歳代が20.4％、60歳代が19.8％と続いている。

（３）職業別

その他・無職が24.1％で最も多く、次に家事専業が18.7％、事務的な仕事が17.9％、現業的な仕事が17.4％、商工サービス業・自営業が16.1％と続いている。また、農林水産業は3.2％、学生は1.5％となっている。

（４）地域別

大津・志賀が25.3％で最も多く、湖南が18.9％、東近江が16.1％と続いている。
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